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I.は じめに

　新卒看護職員の早期離職の問題を背景に、第1報 では

県内医療機関における新卒看護職員に対する教育研修の

現状 と募集や採用 に関する取 り組みの現状 を明 らかにし

た。第2報 では、新卒看護職員を対象に、社会化の状況

や仕事継続意思などについて調査 した。

　学生から社会人への移行に沿って生 じる、期待 ・現実

感のギャップに由来するものは、 リアリティ ・ショック

と定義 されている(M.Kramer)。 勝原(2005)は 、リア

リティ ・ショックによって組織へ参入への移行が うまく

行われない看護師が多い としている。社会化 とは、一般

的には集団の成員が、その集団の価値を内面化 してい く

過程を指 している(松 本,1995)。 本研究で、新卒看護職

員の社会化の状況 を把握することにより、県内医療機関

における職場定着に向けた支援のあ り方や就職後の状況

の把握につなが り、人材の確保や新卒看護職教育 ・研修

の充実などの取 り組みを行う際の一助 として寄与するも

のと考えられる。

Ⅱ.目 的

　本研究では、県内就職率の向上 と新卒看護職員の定着

を促進することを目指 し、①県内医療機関に就職 した新

卒看護職員の社会化の状況、②仕事 を継続する上での支

えになったこと、③仕事継続意思、について明らかにす

Ⅲ.研 究方法

　対象者は、A県 総看護師長会に所属する医療機関で、

調査協力の得 られた81病 院施設に就業 している新採用の

看護職615名 で、調査内容は①社会化の状況、②仕事 を継

続する上での支 え、③仕事継続意思、についてである。

調査手順は、看護部門の代表者宛に、看護管理者用及び

卒後1・2年 目用の2種 類の調査用紙を郵送 し、看護管

理者用調査票の記入と卒後1・2年 目用調査票の配布 を

依頼 した。回収は全て個別の返送用封筒 を用いた。

　倫理的配慮 として、自由意思での調査協力、プライバ

シー保護について文書で説明し、調査票の回収をもって

同意を得た ものとした。

　分析方法は、項 目毎の単純集計、χ2検定 を行った。社

会化の状況をllの 質問項 目について、できる4点 からで

きない1点 までの尺度で回答 を求め、合計点を社会化点

数とした。

　社会化点数の差についてはMann-WhitneyU検 定を行

い、分析にはSPSSver.l3を 用いた。

　本研究では、社会化 を「職場の雰囲気や仕事にな じみ、

チームの一員として周囲との人間関係を良好に保ち、責

任ある適切な行動 と安全 な看護技術の提供が一通 りでき

ること」 と定義する。

Ⅳ.結 果

　 回答者304名(回 収率49.4%)中 、入職前 に臨床経験 の

ない卒後1・2年 目の207名 を分析 対象 とした。

1.社 会化 の状 況

　 文献検討 の結果作成 した11の 質問項 目につ いて、調査

時点で 「で きる」と答 えた人数が多 い項 目は、「ルー ルや

慣 習 を受 け入 れ る」195名(94。2%)、 「同僚 との コ ミュニ

ケー シ ョンが で きる」182名(88.0%)あ った。 また、そ

れ らにつ いて、「で きる、だい たいで きる ようになった時

期」につ いては、平均4.4ヶ 月 後か ら8.7ヶ 月 後 と幅が見

られた。

2.仕 事 を続 けてい く上 で支 えになった こと

　多 い順 に、「患 者 ・家 族か ら感謝 され た」109名(52.7%)、

「家族や友 人 など職場 以外 の人 に励 ま して もらった」107

名(51.7%)、 「困 った ときは、先輩か ら的確 にア ドバイ

スが もらえた」101名(48.8%)、 「同 じ部署の 同期 の同僚

に励 まされた」95名(45.9%)、 「休 み の 日には趣 味な ど

で リフレッシュで きた」94名(45,4%)で あ った。「ケア

が上 司 ・先輩 に認 め られ た」(p<0.Ol)、 「患 者 ・家 族か

ら感謝 され た」、「リフ レッシュ 目的 の集合研 修 に参加 し

た」(p<0.05)と 答 えた者 は、社 会化点数 が高か った。

3.仕 事 の継続意 思
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　 仕事継続 の意思 につ いては、「はい」90名(43.5%)、

「いい え」37名(17.9%)、 「どち ら と もい えな い」77名

(37.2%)で あ った。仕事 継続 の意 思 につ いて、「はい」

と答 えた90名 と、「いい え」と 「どち らと もいえない」を

あわせ たll4名 に ついて、社 会化点 数 を比較す る と、仕事

継 続意思 のある者が有意 に高か った(p<0．01)。 ま た、仕

事 継続意思 のあ る者 は、「困 ったと きの先輩か らの適切 な

ア ドバ イ ス」 を支 え と と ら え る者 が 多 か っ た(p<

0.001)。

Ⅴ.考 察

　県内の新卒看護職の社会化の状況は、就職後4ヶ 月後

から6ヶ 月後の比較的早い時期にできることと、7ヶ 月

後か ら8ヶ 月後までかかることがある。その時期 と段階、

及び個人性 をふまえた支援が必要である。

　仕事を継続する意思のある者は、そ うでない者と比べ

て社会化点数が高 く、また 「困ったときの先輩のア ドバ

イス」を支えととらえている者が多かった。職場で認め

られ、支援 されていると感 じることが、居場所 をつ くっ

ていると考えられ、社会化の促進に影響す ると推察され

る。また、仕事そのものへのや りがいを支 えと感 じてい

る場合は、社会化が促進すると考え られる。仕事上の悩

みを表出 しやすい雰囲気をつ くることや、看護技術を教

えること、仕事のしかたを手順で示す ことが、医療チー

ムの一員 として仕事をすることにつなが るもの と考 え

る。新卒看護職の職場定着に向けて、教育 ・相談などの

支援体制の必要性が示唆された。

Ⅵ.文 献

勝原裕美子(2005):新 人看護師のリアリティ/シ ョック

の実態 と類型化の試み－看護学生か ら看護師　への移行

プロセスにおける二次点調査から－,日 本看護管理学会

言志,　9　(1),　 30-37.

 Marlene Kramer (1968) : Role models, role conceptions, 

and role deprivation, Nursing Research, March-April, 

17(2), 115-120.

松本純平(1995),職 業的社会化,斎 藤耕二,菊 池章夫

編,社 会化の心理学/ハ ンドブック,136-137,川 島書

店.

(本研究は、平成17年 度青森県立保健大学健康科学研究セ

ンター特定課題研究の助成 を受けた。なお、ここで示 し

た研究成果は、第26回 日本看護科学学会学術集会で示説

発表 した内容の一部である。)

一213一


